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【在宅勤務】
　・在宅勤務を導入し、本社から離れたところで即戦力の人材を採用。在宅勤務者はプロジェクトチームごとに行う毎日の朝礼や週1回の会議にウェブカメラで参加し、情報を共有。
　・配偶者の転勤など家庭の事情で遠方に赴く従業員の就業継続のため在宅勤務を導入。あわせて、外出中のテレワーク活用により業務効率化を推進。
・在宅勤務者の拡大にあわせ在宅勤務規程を整備。在宅勤務者には月2回の出社を義務付け、日々の出退勤管理にはクラウド型勤怠管理システムを使用。

【短時間正社員制度】
・勤務日数を変えず1日の労働時間を短くする短時間正社員制度のほか、1日の勤務時間はそのままに勤務日数を減らす制度等を創設。管理職の積極的な制度利用により制度を利用しやすい風土を形成し、従業員のライフステージに応じた働き方を実現。

【時差出勤】
・フレックスタイムや始業・終業時間の繰上げ・繰下げを導入し、従業員が子供の送り迎え等で活用。

【多様な勤務形態】
　・育児や介護など従業員が直面する実生活の局面に応じて、「平日勤務のみ」「夜勤の回数や曜日に制限あり」など多様な勤務形態を選択できる制度を創設。従業員の希望に応じた勤務形態（シフト）で仕事と家庭の両立を応援。
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